
RS_Base_Lite に関して
(療養計画書の作成機能をRS_Baseから切り出したソフトです。）

1) 本プログラムの改変、再配布は禁止です。

2) 導入後、約30日間使用可能です。それ以上使用される場合は、
株) Medical-In (medical-in@rsbase.jp)宛てに、継続使用希望の
メールをいただけば、2年間のメールでのサポート費用 (2万円 + 消費税)を
お振り込み確認後、継続方法をメールにてご連絡いたします。

それ以外の費用は発生いたしません。
ただ、電話でのサポートを希望される場合は、年間3万円+消費税が必要です。

3) 3年目以降も継続使用可能ですがサポートの終了になります。
ただ、ご希望により 一年間で、1万円+消費税 にてサポート継続可能です。

3) サポート、使用開始のダウンロード先は
株) Medical-In (medical-in@rsbase.jp)宛てにお願いします。

（メールタイトル、RSB_Lite の試用希望）



画面左上に、試用可能な日数が表示されてます。



解凍してできた、３つのフォルダーを
C:¥apache8888
C:¥RSBASE
C:¥usr

として、にコピーする。

(1)

RS_Base_Lite の設定方法

ダウンロードしたファイル(RSB_Lite.zip )を解凍する。

⇒解凍⇒



☆ Apache.exeをダブルクリックにて起動する。
(拡張子が非表示の場合は、Apacheと表示されています）
→あるいは、スタートアップに Apache.exe のショートカット

を入れておくと、PC起動時に自動で Apache.exeが立ち上がります。

(2) RS_Base Liteを使用するために、c:¥apache8888¥Apache.exeを立ち上げる必要あり。



(3)RS_BaseLite を表示する方法⇒療養計画起動をダブルクリック
URLは⇒ http://localhost:8888/~rsn/N2017.cgi

をchrome あるいはEdgeで表示すると下記画面が表示されます。

(RS_Base Lite のTOP画面)。

サンプルとして二つのIDの療養計画書(指導2024)が登録されている。
右側オレンジの ID入力を クリックして、患者番号を入力して、決定をクリックすると

その患者番号の画面に変わります↓↓



(4) RS_BaseLite患者画面



のアイコンあるいは、指導2024 をクリックすると

すでに作成済の 指導2024(療養計画書)が開き、変更 or 印刷が可能です。

別の日に新たに、指導2024を作成したい場合は、患者画面内の (療養)をクリックすると
数秒まって、新たな療養計画書が開きます。あらたな療養計画書は、バイタル、血液データ
以外は、前回の内容のデータがコピーされます（前回手入力したデータは引き継がれます）。

(療養)のクリックによる作成初表示は、拡大画面になっており、療養計画書 or 医師 ボタンの
クリックにて、内容が確定し、印刷用の画面サイズになります。

注）印刷は、chrome or Edge で、ヘッダー、フッダ-はなし。余白は最小を指定してください。

拡大、通常サイズ表示を切り替えるには、療養計画書内のどこかをダブルクリックしてください。

療養計画書内の (3)行動目標 の部分をクリックすると、目標の内容をクリックで入力可能な
リンクが表示されます。（表示された黄色い部分は、入力の Undo になります）

患者画面にて、指導2024(療養計画書を立ち上げる)(5)



初回用、２回目以降の違いは最下部のチェックの有無のみです。



詳細な使用方法は、下記を参照

【指導2024】：療養計画書
https://rsbase2023.blog.jp/archives/23962979.html

追加情報 : 

医師名の追加方法：
療養計画書画面内のダブルクリックなどで上部に表示される、【医師名追加】をクリック。

患者情報の入力：
RS_Base_Liteの患者画面の【名変更】をクリックして登録してください。

注）所定の患者情報のテキストをご用意いただけば、
一括して患者情報を登録できます。



療養計画書内のバイタル、血液データに関して

血液データの印刷などで、血液データを渡している場合は、
療養計画書内に血液データの記載は必須ではありません。


